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みやぎの林業だより

【
体
制
整
備
・
人
材
育
成
等
】

◦
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
研
究
会
等
に

よ
る
検
討
、
意
欲
の
あ
る
林
業
事

業
体
へ
の
支
援

　
令
和
二
年
度
は
推
進
構
想
に
基
づ

き
、
事
業
体
・
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
新
た
な
技
術
の
活
用
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
八
月
に
は
、
宮
城
県
林

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

宮
城
県
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
研
究
会

の
主
催
に
よ
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
写
真
測
量
の
デ
モ
飛
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
搭
載
の
ド
ロ
ー
ン

（Phantom
4R
T
K

）は
基
地
局
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
精
度
の
高
い
測

量
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
低

差
の
大
き
い
山
林
に
お
い
て
も
標
高

地
図
の
デ
ー
タ
を
事
前
に
読
み
込
む

こ
と
で
自
動
で
地
形
に
沿
っ
た
飛
行

を
行
う
こ
と
が
出
来
る
機
体
で
す
。

　
県
で
は
、
今
年
度
Ｒ
Ｔ
Ｋ
搭
載
機

二
機
を
導
入
し
、
様
々
な
地
形
や
用

途
に
お
い
て
写
真
測
量
を
実
施
し
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

　
写
真
測
量
は
上
空
か
ら
計
測
し
た

い
範
囲
を
撮
影
し
、
撮
影
し
た
画
像

を
解
析
ソ
フ
ト
で
解
析
す
る
こ
と

で
、
オ
ル
ソ
画
像
又
は
３
Ｄ
の
点
群

を
作
成
し
ま
す
。

　
上
空
か
ら
自
動
か
つ
短
時
間
で
撮

影
で
き
る
た
め
、
測
量
作
業
の
省
力

　
宮
城
県
で
は
、
林
業
・
木
材
産
業

の
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
に
向
け

て
、
森
林
の
管
理
や
経
営
、
木
材
等

の
流
通
分
野
に
お
い
て
航
空
測
量
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
し
い
技
術
の
導
入
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、「
ス
マ
ー

ト
林
業
」を
推
進
す
る
た
め
、
短
期

的
、
中
長
期
的
な
構
想
と
し
て
令
和

元
年
度
に
宮
城
県
ス
マ
ー
ト
林
業
推

進
構
想
を
定
め
ま
し
た
。

　
事
業
体
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
資
源
調
査
段
階
、
生
産

段
階
、
流
通
段
階
の
各
段
階
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
先
端
技
術
の
活
用
を
進

め
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
及
び

新
規
就
業
者
の
確
保
を
図
り
、
作
業

効
率
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ

る
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
達
成
と

儲
か
る
林
業
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
す
。

【
資
源
調
査
段
階
】

①
森
林
情
報
の
共
有
化

◦
県
森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
市
町
村
・
事

業
体
と
の
情
報
共
有
化
の
推
進

②
詳
細
な
森
林
情
報
把
握

◦
ド
ロ
ー
ン（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）、
地
上
レ
ー

ザ
ー
等
を
活
用
し
た
計
測
解
析

技
術
の
検
証
・
導
入

【
生
産
段
階
】

①
造
林
・
保
育
の
効
率
化
・
省
力
化

◦
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
、…

ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
苗
木
運
搬
等
技
術
の
検

討
・
導
入

②
先
端
技
術
活
用
林
業
機
械
導
入

◦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
搭
載
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
路
網

設
計
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た

素
材
生
産
等
の
実
証
・
検
討

③
工
程
管
理
等
シ
ス
テ
ム
の
導
入

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
し
た
工
程
・
雇
用
管

理
シ
ス
テ
ム
の
検
討
・
導
入

【
流
通
段
階
】

需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
円
滑
化

◦
合
板
製
材
用
原
木
や
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認

証
材
、
現
場
で
の
生
産
状
況
等
を

関
係
者
が
情
報
共
有
で
き
る
需

給
調
整
シ
ス
テ
ム
構
築

特集

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
林
業
の
成
長
産
業
化

　
　
　
　
　
　
　
林
業
の
成
長
産
業
化

　
〜
林
業
最
前
線
の
新
技
術
を
追
っ
て
〜

写真測量のデモ飛行実施状況

Phantom4RTK
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みやぎの林業だより

化
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
写
真
測
量
の
実
施
手
順
】

⑴
事
前
準
備（
航
空
法
の
目
視
外
研

修
等
許
可
手
続
、
そ
の
他
法
令
許

認
可
等
、
撮
影
箇
所
の
標
高
、
状

況
等
確
認
）

⑵
飛
行
計
画
の
作
成（
撮
影
区
域
の

設
定
、
高
度
、
カ
メ
ラ
の
設
定
等
）

⑶
測
量
の
実
施（
周
囲
の
安
全
確
保
、

飛
行
前
点
検
、
飛
行
実
施
、
飛
行

後
点
検
）

⑷
測
量
結
果
の
解
析（
解
析
ソ
フ
ト

に
撮
影
写
真
読
込
、
デ
ー
タ
解

析
）

⑸
測
量
成
果
の
活
用（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ソ
フ

ト
等
に
よ
る
解
析
結
果
の
活
用
）

　　
オ
ル
ソ
画
像
は
平
面
、
点
群
は
立

体（
緯
度
、
経
度
、
標
高
）で
位
置
情

報
を
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。

　
解
析
ソ
フ
ト
に
よ
り
作
成
し
た
オ

ル
ソ
画
像
又
は
点
群
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ソ

フ
ト（ScansurveyZ

、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、

A
ssistZ

等
）に
読
み
込
む
こ
と
で
、

面
積
や
距
離
の
計
測
、
立
木
本
数
の

確
認
等
様
々
な
活
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
県
で
は
、
伐
採
予
定
箇
所
や
造
林

予
定
箇
所
、
海
岸
林
の
植
栽
箇
所
等

様
々
な
条
件
で
写
真
測
量
の
解
析
と

コ
ン
パ
ス
や
ト
ゥ
ル
ー
パ
ル
ス
測

量
と
の
比
較
検
証
等
を
実
施
し
、
ド

ロ
ー
ン
で
の
面
積
や
距
離
の
計
測
の

精
度
を
検
証
し
、
森
林
施
業
で
の
計

測
に
活
用
出
来
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
伐
採
予
定
箇
所
に
お
い
て
の
人
力

で
の
毎
木
調
査
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

写
真
測
量
の
成
果
の
比
較
検
証
を

実
施
し
ま
し
た
。
検
証
結
果
で
は
、

約
五
㌶
の
区
域
で
、
本
数
で
二
十
二

本
、
材
積
で
八
十
七
㎥
の
差
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
デ
ー
タ
の
収
集
と

調
査
手
法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
方

針
で
す
。
現
地
の
作
業
効
率
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
の
測
量
が
人
力
よ
り
約
八

倍
の
効
率
と
な
り
、
大
き
な
省
力
化

が
期
待
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
測
量
の
解
析
結
果
は

周
囲
測
量
や
路
網
計
画
の
作
成
に
も

使
用
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
効
率

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
令
和
二
年
度
に
県
は
、
林
業
ス

マ
ー
ト
化
就
業
環
境
向
上
支
援
事
業

に
よ
る
林
業
事
業
体
へ
の
ス
マ
ー
ト

機
器
導
入
支
援
、
素
材
新
流
通
シ
ス

テ
ム
構
築
事
業
に
よ
る
木
材
需
給
シ

ス
テ
ム
の
導
入
支
援
や
宮
城
県
森
林

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ス
マ
ー
ト
林
業
を
推
進

し
て
い
く
方
針
で
す
。（林

業
振
興
課
）

作成したオルソ画像

作成した３Ｄ点群

点群から樹頂点を抽出

点群から断面図を作成
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みやぎの林業だより

林
業
技
術
研
究
施
設
・

林
業
技
術
研
究
施
設
・

林
業
普
及
活
動

林
業
普
及
活
動
のの
御
紹
介

御
紹
介

少
花
粉
ス
ギ
の
供
給
拡
大
に
向
け
て

施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
少
花
粉
ス
ギ
苗
木
の
供
給
拡

大
を
目
的
に
令
和
二
年
度
の
施
設
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
少
花
粉
ス
ギ
と
は
花
粉（
雄
花
着

花
量
）が
一
般
の
ス
ギ
の
一
％
以
下

の
品
種
の
こ
と
で
あ
り
、
精
英
樹
か

ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
成
長
等
の

特
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、「
宮
城
県
花
粉
発
生
源

対
策
推
進
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
令
和

十
四
年
度
ま
で
に
県
内
で
流
通
す

る
ス
ギ
苗
木
供
給
量
の
全
て
を「
花

粉
症
対
策
に
資
す
る
苗
木
」と
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
施
設
整
備
は
そ
の
一
環
と
な
り
ま

す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
八
万
本
の

少
花
粉
ス
ギ
の
さ
し
木
苗（
幼
苗
）を

生
産
し
、
宮
城
県
農
林
種
苗
農
業
協

同
組
合
員
の
苗
木
生
産
者
へ
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
挿
し
付
け
施

設（
ミ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）の
増
設
に
よ

り
、
年
間
十
一
万
本
に
生
産
量
を
増

加
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
少
花
粉

ス
ギ
の
種
子
も
生
産
し
て
い
ま
す

が
、
少
花
粉
品
種
以
外
の
花
粉
の
影

響
を
受
け
る
と
特
性
が
失
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
花
粉
飛
散

時
期
に
雌
花
へ
袋
を
か
け
て
人
工
交

配
に
よ
る
種
子
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
半
閉
鎖
系
採
種
園
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
新
設
を
進
め
て
お
り
、

効
率
的
な
種
子
の
増
産
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
少
花
粉
ス
ギ
の
増
産

や
無
花
粉
ス
ギ
の
開
発
を
着
実
に
進

め
、
花
粉
発
生
源
対
策
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

木
材
実
大
試
験
機
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
木
材
利
用
加
工
実
験
棟
の
実
大
試

験
機
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
実
大
試
験
機
は
、
木
材
を
実
際
に

使
う
大
き
さ
で
強
度
を
測
る
試
験
機

で
す
。
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
交
換
に

よ
り
木
材
の
強
度
の
基
本
的
試
験
と

さ
れ
る
曲
げ
試
験
、
圧
縮
試
験
に
対

応
し
ま
す
。
最
大
容
量
は
一
〇
〇
〇

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン（
一
〇
〇
ト
ン
重
）

で
す
。

　
木
材
の
強
度
性
能
を
測
定
す
る
こ

と
は
県
産
材
の
活
用
を
図
る
研
究
課

題
に
お
い
て
、
住
宅
等
の
荷
重
を
支

え
る
構
造
用
材
に
、
安
心
し
て
使
っ

て
も
ら
う
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
製
品
開
発

や
品
質
管
理
の
た
め
、
民
間
事
業
体

か
ら
の
手
数
料
条
例
に
よ
る
依
頼
試

験
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
機
は
、
平
成
二
年
に
導
入
さ

れ
既
に
三
十
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
試
験
材
料
へ
荷
重
を
か
け
る
本

体
は
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
電
子

機
器
を
含
む
荷
重
指
示
計
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
は
数
年
来
、
電
子

部
品
の
経
年
劣
化
に
よ
る
不
調
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
つ
い

に
修
繕
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
機
器
部
は
、
従
来
と
同
様

に
荷
重
の
上
げ
下
げ
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
が
、
機
器
の
反

応
や
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
よ
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
油
圧
発
生
装
置
や
指

示
計
部
分
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
た

こ
と
に
よ
り
、
実
験
棟
内
が
広
く
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
よ
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
研
究
課
題
の
試
験
の
ほ

か
民
間
事
業
体
か
ら
の
依
頼
試
験
に

も
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
御
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

少花粉スギの挿し付け生産状況少花粉スギの挿し付け生産状況
（ミストハウス内部）（ミストハウス内部）

挿し付け施設ミストハウス増設挿し付け施設ミストハウス増設
（イメージ）（イメージ）

リニューアルした試験機リニューアルした試験機

更新部分更新部分
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みやぎの林業だより

祝
！ 

宮
城
県
林
業
普
及  

　 
指
導
事
業
七
十
周
年

　
令
和
二
年
度
は
、
本
県
の
林
業
普

及
指
導
事
業
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら

七
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
、
普
及
指
導
チ
ー
ム
が
主

体
と
な
り
、
記
念
誌
の
発
行
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
林
業
普
及
指
導
に
お
け
る
十
年

間
の
取
組
内
容
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
等
を
乗
り

越
え
、
今
後
の
林
業
振
興
に
向
け
、

各
地
域
の
キ
ー
マ
ン
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
を
中
心
に
編
集
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

︿
記
念
講
演
会
の
開
催
〉

　
震
災
後
、
森
林
・
林
業
分
野
で
の

復
興
を
全
国
に
発
信
し
続
け
て
き

た
、
佐
藤
仁
南
三
陸
町
長
を
講
師
と

し
て
、「
南
三
陸
町
の
復
興
と
未
来

に
向
け
た
展
開
」と
い
う
演
題
で
記

念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
町
長
自
ら
の
震
災
に
よ
る
大

津
波
被
災
体
験
か
ら
始
ま
っ
た
講
演

は
、
当
事
者
で
な
け
れ
ば
語
れ
な
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
我
々

林
業
普
及
指
導
職
員
を
は
じ
め
と
す

る
県
職
員
の
地
域
振
興
に
向
け
た
大

き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
講
演
の
要
旨
は
、
七
十
周
年
記
念

誌
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
講
演
会
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
森
林
・
林
業

か
ら
南
三
陸
町
の
復
興
を
支
え
続
け

た「
南
三
陸
山
の
会
」の
役
員
の
皆
さ

ん
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
取
組

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
全
国
初
と
な
る
協
議
会
方
式
に

よ
る
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
」、「
Ｆ

Ｓ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
認
証
の
取
得
」、

「
公
共
事
業
と
し
て
日
本
第
一
号
と

な
る
南
三
陸
町
新
庁
舎
建
設
で
の
Ｆ

Ｓ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
認
証
」な

ど
、
数
々
の「
初
」が
つ
く
取
組
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

こ
ん
に
ち
は
！
「
み
や
ぎ

こ
ん
に
ち
は
！
「
み
や
ぎ

苔
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」で
す

苔
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」で
す

　
宮
城
県
生
ま
れ
の
苔
た
ち
が
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま

す
。

　
現
在
、
県
内
栗
原
地
域
に
お
い

て
、
苔
の
栽
培
や
地
場
産
地
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
県
全
体
へ

広
く
苔
の
普
及
と
認
知
度
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
使
用

承
認
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
デ
ー
タ
ー
も
お
渡
し
し

て
お
り
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
県
林
業
振

興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
林
業
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。…

（
林
業
振
興
課
）

記念講演記念講演

「みやぎの苔キャラクター」創作者「かぎしっぽのたら「みやぎの苔キャラクター」創作者「かぎしっぽのたら
ぽさん」（写真右）と林業振興課中村課長（写真左）にぽさん」（写真右）と林業振興課中村課長（写真左）に
よる覚書締結式　（令和３年１月22日）よる覚書締結式　（令和３年１月22日）
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みやぎの林業だより

第
四
十
回
　
　

第
四
十
回
　
　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト

大
会
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

　
　
　（
県
産
品
販
売
会
）

（
県
産
品
販
売
会
）

　
公
益
財
団
法
人
大
日
本
山
林
会
が

主
催
す
る
第
五
十
九
回
農
林
水
産
祭

参
加
全
国
林
業
経
営
推
薦
行
事
に
お

き
ま
し
て
、
池
田
理
一
郎
氏
が
、
大

日
本
山
林
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
氏
は
、
石
巻
市
に
て
整
形
外
科

医
院
の
院
長
と
し
て
地
域
医
療
に

携
わ
り
な
が
ら
も
、
登
米
市
津
山
町

地
内
に
お
い
て
五
代
に
わ
た
り
約

百
五
十
㌶
の
森
林
を
経
営
し「
伐
期

一
〇
〇
年
の
施
業
」を
実
践
し
て
い

ま
す
。
実
際
の
森
林
施
業
は
、
地
元

の
津
山
町
森
林
組
合
に
委
託
し
て
い

る
も
の
の
、
森
林
管
理
に
関
す
る
計

画
の
策
定
や
、
こ
れ
に
基
づ
く
経
営

に
つ
い
て
は
同
氏
が
自
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
院
の
休
診
日
に
は

足
繁
く
所
有
林
に
通
う
な
ど
、
常
に

所
有
林
の
状
況
を
意
識
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
に
登
米

市
森
林
管
理
協
議
会
に
加
入
す
る

と
と
も
に
全
所
有
林
の
森
林
認
証

（
Ｆ
Ｓ
Ｃ-

Ｆ
Ｍ
）を
取
得
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
森
林
経
営

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
の
よ
う
な
模

範
的
と
な
る
林
業
経
営
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
所
と
し
て

も
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
　
　

登
米
地
域
事
務
所
）

　
令
和
三
年

十
月
三
日
、

三
大
行
幸
啓

の
一
つ「
第

四
十
回
全
国

豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
～

食
材
王
国
み
や
ぎ
大
会
～
」の
開
催

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
二
月
一
日
か
ら
五

日
の
間
、
県
行
政
庁
舎
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
庁
ロ
ビ
ー
一
階

で
県
内
特
産
品
販
売
会
が
行
わ
れ
、

林
業
関
係
で
は
、「
木
製
品
」と「
特

用
林
産
物（
き
の
こ
）」の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

　
二
月
一
日
は
、「
小
さ
な
木
の
家
」

が
県
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
七
団
体
が
出
展
し
、
約
七
十
万

売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
宮
城
県
の
海
と
山
の

幸
を
存
分
に
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。

（
林
業
振
興
課
）

祝
！
池
田
理一郎
氏
が
大
日
本
山
林

会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！池田理一郎氏経営林池田理一郎氏経営林

池田理一郎氏池田理一郎氏

木製品販売会木製品販売会小さな木の家小さな木の家 きのこの販売会きのこの販売会
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みやぎの林業だより

　
コ
ク
ガ
ン
は
、「
冬
鳥
」の
一
種

で
、
秋
に
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
渡
来

し
て
き
て
冬
を
越
し
、
春
に
は
再
び

北
へ
帰
る
国
の
天
然
記
念
物
で
す
。

多
く
の
ガ
ン
類
は
、
内
陸
の
湿
地
に

渡
来
す
る
中
、
コ
ク
ガ
ン
は
海
を
生

活
の
場
に
す
る
唯
一
の
ガ
ン
類
で
、

海
藻
や
ア
マ
モ（
海
草
）な
ど
を
採
食

し
ま
す
。

　
当
管
内
に
お
い
て
は
、
気
仙
沼
湾

や
志
津
川
湾
に
渡
来
し
、
漁
港
や
沖

合
で
ア
マ
モ
を
食
べ
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
淡
水
が
飲

め
る
河
口
付
近
で
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
一
月
に
全
国
で
実
施
さ
れ
る

ガ
ン
カ
モ
類
の
生
息
数
調
査
で
、
今

年
度
は
五
百
七
十
九
羽
が
確
認
さ

れ
、
前
年
度
の
百
七
羽
と
比
較
し
て

飛
来
数
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
飛
来
数
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て

は
、
沿
岸
部
で
の
震
災
復
旧
工
事
が

終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
て
お
り
、
以

前
の
静
か
な
環
境
に
戻
り
つ
つ
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
事
前
調
査
で
コ
ク
ガ

ン
の
飛
来
箇
所
が
増
え
た
こ
と
か
ら

調
査
地
点
を
新
た
に
追
加
し
た
こ
と

　
十
一
月
二
十
一
か
ら
二
十
三
日
に

栗
原
市
栗
駒
地
区
で
、
一
迫
林
業
研

究
会
主
催
の
第
三
十
七
回
一
迫
林
間

学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
栗
原
市
産
の
ス
ギ
丸
太
を
使
っ

た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
製
作
体
験
」に
、

仙
台
市
等
か
ら
七
名
の
参
加
が
あ

り
、
ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
の
資
格
を
持
つ

研
究
会
員
の
指
導
の
下
、
寸
法
の
確

認
や
墨
付
け
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ

る
加
工
な
ど
の
作
業
に
取
組
み
ま
し

た
。
様
々
な
職
業
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
が
、
研
究
会
が
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ

り
、
工
具
等
を
初
め
て
使
う
参
加
者

で
も
交
流
を
深
め
、
楽
し
み
な
が
ら

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
丸
太
の
皮
剥

き
、
計
測
、
接
合
部
の
加
工
な
ど
を
、

皆
で
力
を
合
わ
て
行
い
、
壁
組
の
丸

太
を
一
段
ま
た
一
段
と
積
み
重
ね
て

行
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
は
建
築

設
計
に
携
わ
っ
て
い
て
、
木
材
施
工

の
感
覚
が
理
解
で
き
た
。」や「
木
造

住
宅
の
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
を
夢
見
て

お
り
、
い
つ
か
基
礎
的
な
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
作
り
方
を
学
び
た
か
っ
た
。」

な
ど
、
実
践
的
な
内
容
が
好
評
で
し

季
節
の
お
た
よ
り

今
年
も
コ
ク
ガ
ン
が

　
　や
っ
て
来
ま
し
た

1

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
管
内
の
飛
来
地
の
中
で
も
南
三
陸

町
の
志
津
川
湾
は
、
豊
か
な
藻
場
や

コ
ク
ガ
ン
の
主
要
越
冬
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
三
十
年
十
月
に
特
に

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重

要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
で
あ
る
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
宮
城
県
で
は
平
成
二
十
年
の
化

女
沼
に
続
き
四
箇
所
目
の
登
録
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

積
極
的
に
情
報
発
信
を
す
る
ほ
か
、

二
カ
年
で
実
施
し
て
い
る「
愛
鳥
モ

デ
ル
推
進
校
事
業
」を
通
じ
て
、
児

童
た
ち
の
愛
鳥
思
想
の
醸
成
を
推
進

し
、
自
分
の
身
の
回
り
に
希
少
な
コ

ク
ガ
ン
が
い
る
自
然
の
豊
か
さ
を
実

感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

（
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
）

木
を
つ
か
お
う
！

「
ロ
グ
ハ
ウ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

た
。

　
林
業
普
及
指
導
員
も
参
加
・
協
力

し
、
参
加
者
の
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
の
保
全
や
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
森

林
の
公
益
的
機
能
及
び
林
業
の
重
要

性
、
木
材
の
加
工
に
係
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

八
十
三
％
、
鉄
鋼
の
二
％
で
済
む
こ

と
な
ど
を
普
及
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
多
年
に
わ
た
る
活
動
に

は
、
各
会
員
の
努
力
の
積
み
重
ね
で

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
志
向
の

高
ま
り
や
若
年
層
の
参
加
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
な
ど
、
今
後
も
魅
力
あ

る
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
栗
原
地
域
事
務
所
）

面瀬川河口のコクガン面瀬川河口のコクガン
（撮影：R2.1.8）（撮影：R2.1.8）

ログハウスセミナーログハウスセミナー

第223号 令和３年3月24日

6―　 ―



みやぎの林業だより

令
和
元
年
東
日
本
台
風

か
ら
の
復
旧
報
告

◆
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
◆

　
宮
城
県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た「
令
和
元
年
東
日
本
台

風
」か
ら
一
年
四
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
こ
の
台
風
で
は
、
林
地
に
お
い
て

数
多
く
の
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
土

石
流
が
人
家
や
道
路
を
直
撃
す
る
な

ど
過
去
に
例
の
な
い
ほ
ど
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
大
河
原
地
方
振
興
事

務
所
管
内
で
は
、
丸
森
町
を
中
心
に

百
四
十
箇
所
六
十
五
億
円
も
の
林
地

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
復
旧
に
あ
た
り
、
進
入
経
路
が
断

た
れ
る
等
困
難
な
中
で
全
箇
所
被
害

調
査
を
行
い
、
復
旧
工
法
や
施
工
方

法
の
検
討
、
地
元
関
係
者
と
の
合
意

形
成
な
ど
迅
速
か
つ
丁
寧
に
進
め
た

結
果
、
予
定
ど
お
り
現
場
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
丸
森
町
十
三
箇
所
、
白
石

市
一
箇
所
、
川
崎
町
二
箇
所
で
林
地

被
害
の
復
旧
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

各
箇
所
と
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
工
事
で
は
、「
治
山
ダ

ム
」と
呼
ば
れ
る
渓
流
か
ら
土
砂
が

人
家
や
道
路
等
に
流
れ
出
る
の
を
防

ぐ
た
め
の
施
設
を
三
十
八
基
設
置
す

◆
東
部
地
方
振
興
事
務
所
◆

　
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
進
め
ら
れ

て
き
た
、
海
岸
防
潮
堤
・
海
岸
防
災

林
の
復
旧
工
事
が
、
令
和
三
年
二
月

末
を
も
っ
て
全
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
海
岸
部
の
保
安
林
の
復
旧

が
、
全
て
完
了
し
ま
し
た
。
防
潮
堤

復
旧
は
石
巻
市
と
東
松
島
市
で
計
六

箇
所
実
施
し
、
総
延
長
は
約
七
㌖
に

な
り
ま
す
。
防
潮
堤
の
背
後
に
は
抵

抗
性
ク
ロ
マ
ツ
に
よ
り
防
災
林
の
再

整
備
を
進
め
、
今
年
二
月
末
に
東
松

島
市
洲
崎
地
区
の
十
二
㌶
の
植
栽
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
海
岸
防
災

林
の
復
旧
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
植
栽
し
た

ク
ロ
マ
ツ
の
下
刈
り
や
除
伐
な
ど
の

作
業
が
中
心
に
な
り
、
早
期
に
海
岸

防
災
林
の
持
つ
潮
害
・
飛
砂
・
風
害

の
防
備
な
ど
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
保
育
管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
植
栽
以
外
の
取
組
と
し

て
、「
豊
か
な
海
岸
植
生
」の
再
生
を

目
指
し
植
栽
箇
所
や
防
潮
堤
前
の
砂

浜
な
ど
に
、
震
災
後
に
衰
退
し
た
植

物
な
ど
の
植
生
の
回
復
を
図
る
た
め

の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
地
に

る
ほ
か
、
崩
壊
し
た
山
を
森
林
に
戻

す
た
め
の
土ど

ど

め

こ

う

留
工
や
植
生
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
三
年
中
に
全
箇
所

完
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
工
事
車
両
の

通
行
等
で
現
場
付
近
の
皆
様
に
は
御

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
邁
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
報
告

Vol.2

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）

自
生
す
る
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
数
種

類
の
種
を
採
取
し
、
裸
地
化
し
た
箇

所
に
種
を
ま
き
植
生
の
回
復
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
方
や
子
供
達
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
環
境
学
習
や

体
験
作
業
の
場
と
し
て
も
海
岸
林
を

活
用
し
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
防
災
林
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
平
成
二
十
五
年
か
ら

二
十
九
年
に
か
け
、
高
知
県
・
兵
庫

県
の
職
員
四
名
の
方
の
応
援
を
頂

き
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、「
み
や
ぎ
海
岸
林
再
生
み

ん
な
の
森
林
づ
く
り
活
動
」に
よ
り
、

植
栽
・
下
刈
り
等
に
御
協
力
頂
い
た

方
々
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）

被害発生直後の状況被害発生直後の状況
（丸森舘矢間山田）（丸森舘矢間山田）

治山ダム工事の状況治山ダム工事の状況
（丸森町舘矢間山田）（丸森町舘矢間山田）

東松島市「洲崎」地区東松島市「洲崎」地区
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みやぎの林業だより

県
内
産
原
木
に
よ
る
原
木
し

い
た
け
試
験
栽
培
の
取
組

登
米
管
内
に
お
け
る
林
道
橋
梁
の

点
検
・
診
断
の
取
組
に
つ
い
て

　
登
米
市
で
は
、
林
道
施
設
に
お
け

る
長
寿
命
化
対
策
と
し
て
既
設
林
道

橋
梁
を
対
象
と
し
た
個
別
施
設
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
策
定
に
必
要
な
林
道
橋

梁
の
点
検
・
診
断
作
業
が
予
定
を
大

幅
に
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
と
市
が

連
携
し
た
職
員
直
営
に
よ
る
点
検
な

ど
の
現
地
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
現
地
作
業
を
行
う
上
で
課
題
に
挙

が
っ
た
の
は
、
点
検
な
ど
の
方
法
に

関
す
る
知
識
が
十
分
で
は
な
い
こ
と

に
加
え
、
古
い
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

橋
梁
の
位
置
や
基
数
が
現
地
と
合
わ

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
点
検
な
ど
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
現
地
研
修

会
を
地
域
独
自
で
開
催
し
、
点
検
者

全
員
の
知
識
及
び
技
術
の
習
得
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
帳
と
現
地
と

の
照
合
に
つ
い
て
は
、
県
と
市
の
職

員
が
合
同
で
現
地
を
く
ま
な
く
踏
査

し
、
林
道
橋
梁
の
実
態
を
高
い
精
度

で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
点
検
な
ど
に
関
す
る

外
部
委
託
の
た
め
に
補
助
事
業
を
活

用
し
た
一
部
の
橋
梁
を
除
い
た
約

六
十
基
の
点
検
を
実
施
し
、
令
和
二

年
十
二
月
ま
で
に
全
て
の
現
地
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
点
検
な
ど

の
結
果
を
も
と
に
今
年
度
内
に
全
基

に
係
る
計
画
を
策
定
で
き
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
職
員
直
営
に
よ
る
取
組
に

よ
り
、
市
が
管
理
す
べ
き
林
道
橋
梁

の
正
確
な
位
置
情
報
を
把
握
し
、
今

後
の
適
正
な
管
理
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
に

お
け
る
被
害
調
査
を
速
や
か
に
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
県
と
し
ま
し
て
も
、
市
が
行
う
林

道
橋
梁
の
点
検
な
ど
の
作
業
に
対

し
、
引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
登
米
地
域
事
務
所
）

点検・診断現地研修会の様子点検・診断現地研修会の様子

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
し
い
た
け
原
木
と
な

る
ナ
ラ
林
は
依
然
と
し
て
福
島
第
一

原
発
事
故
の
放
射
能
汚
染
の
影
響
を

受
け
て
お
り
、
県
内
産
原
木
を
活
用

し
た
し
い
た
け
栽
培
は
自
粛
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
当
事
務
所
で
は
、
平
成

三
十
一
年
春
か
ら
、
県
内
産
原
木
の

利
用
再
開
に
向
け
、
原
木
し
い
た
け

生
産
者
の
協
力
を
得
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
県
内
産
原
木

に
よ
る
し
い
た
け
の
試
験
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
試
験
栽
培
に
は
六
名
の
生
産
者

が
参
加
し
て
お
り
、
県
内
で
調
達
し

た
指
標
値（50B

q/kg

）以
下
の
原
木

に
植
菌
を
行
い
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
管
理
を
行
っ
て
も
ら
い
、

令
和
元
年
度
に
は
三
箇
所
で
、
昨
年

十
二
月
ま
で
に
は
全
箇
所
か
ら
し
い

た
け
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

放
射
性
物
質
濃
度
を
測
定
し
た
結

果
、
一
部
で
基
準
値（100B

q/kg

）を

超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六

箇
所
中
五
箇
所
で
発
生
し
た
し
い
た

け
は
基
準
値
内（
最
高76B

q/kg

）で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
し
い
た
け
の
ホ
ダ
木
に
つ
い
て

も
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
非
破
壊
検

査
機
等
に
よ
り
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

し
い
た
け
原
木
は40B

q/kg

以
下
の

値
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
い
ず
れ

も
基
準
値
を
下
回
る
有
益
な
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
試
験
栽
培
を
継
続
し
な
が

ら
、
安
全
性
の
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
原
木
林
の
汚
染
状
況
調
査
な
ど

の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
し
い
た
け
原

木
と
し
て
利
用
可
能
な
地
域
の
絞
り

込
み
を
行
う
な
ど
、
早
期
に
県
内
産

原
木
の
利
用
再
開
が
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

試験栽培のホダ木（中央列）試験栽培のホダ木（中央列）
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みやぎの林業だより

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
防
災
林

は
、
国
・
県
・
民
間
団
体
が
連
携
し

な
が
ら
、
植
栽
基
盤
の
造
成
工
事
や

ク
ロ
マ
ツ
等
の
植
栽
を
行
い
、
震
災

後
十
年
の
歳
月
を
か
け
再
生
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
震
災
前
に
主
に
海
岸
防
災
林
の
管

理
を
担
っ
て
い
た
地
元
住
民
が
転
居

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
植
栽
後
の
保
育

や
管
理
の
あ
り
方
が
今
後
の
課
題
と

な
る
中
で
、
平
成
二
十
五
年
度
に
始

ま
っ
た
海
岸
防
災
林
の
植
栽
等
に
県

民
等
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み「
み
や
ぎ
海
岸
林
再
生

み
ん
な
の
森
林
づ
く
り
活
動
」は
、

復
興
支
援
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
連

携
の
枠
組
み
と
し
て
海
岸
防
災
林
の

保
育
管
理
や
地
域
の
振
興
発
展
に
大

き
な
役
割
を
発
揮
す
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
植
栽
に
よ
り
復
旧
し
た

民
有
林
の
海
岸
防
災
林
約
七
百
五
十

㌶
の
管
理
や
活
用
に
つ
い
て
、
国
・

県
・
市
町
・
民
間
団
体
が
協
力
・
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
令
和
二
年
十
二
月
に「
み

や
ぎ
海
岸
防
災
林
・
森
林
づ
く
り
管

理
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

方
針
は「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民
条

例
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、
海
岸
防

災
林
の
目
指
す
姿
を「
災
害
に
強
い

森
林
」、「
地
域
に
愛
さ
れ
大
切
に
さ

れ
る
森
林
」、「
震
災
を
伝
承
す
る
森

林
」と
し
、
関
係
者
が
共
通
の
認
識

の
も
と
、
適
切
か
つ
永
続
的
な
維
持

管
理
体
制
を
構

築
す
る
こ
と

を
目
指
し
て

い
ま
す
。
令
和

三
年
三
月
に

は
、（
仮
称
）み

や
ぎ
海
岸
防
災

林
・
森
林
づ
く

り
協
議
会
を
設

立
し
、
目
指
す

姿
の
実
現
の
た

め
、
広
く
普
及

啓
発
活
動
等
の

事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
れ
か

ら
の
海
岸
防
災

林
に
御
注
目
く

だ
さ
い
。

（
森
林
整
備
課
）

　
県
土
面
積
の
約
六
割
を
占
め
る
森

林
は
、
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、

生
活
環
境
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
木
材
等
林
産
物
の
供
給
等
、

多
面
的
な
機
能
を
有
し
、
県
民
生
活

及
び
県
民
経
済
の
安
定
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い「
緑
の
社
会
資
本
」と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
が
将
来
に
わ
た
っ
て
発
揮
さ

れ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
の
整

備
及
び
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
し
て
治

山
事
業
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
本
県
の
治
山
施
設
は
、
一
九
八
〇

年
以
前
か
ら
積
極
的
に
整
備
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
設
置
後
三
〇
年
以

上
を
経
過
し
た
も
の
が
約
九
割
を
占

め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
治
山
施
設
は
、
森
林
の
整
備
及

び
保
全
の
た
め
の
基
盤
施
設
と
し

て
、
山
地
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・

財
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
源

の
か
ん
養
・
生
活
環
境
の
保
全
・
形

成
等
の
森
林
の
公
益
的
機
能
発
揮
に

貢
献
し
て
き
て
お
り
、
近
年
の
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

今
後
も
施
設
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
森

林
の
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
て

い
く
上
で
、
新
た
な
施
設
整
備
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
施
設
を

維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
本
県
で
管
理
す
る
治
山
施
設

の
維
持
・
更
新
・
強
化
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を

明
確
に
す
る
た
め
、
令
和
二
年
十
二

月
に『
宮
城
県
治
山
施
設
長
寿
命
化

計
画
』を
策
定
し
、
将
来
に
わ
た
り

施
設
の
機
能
を
適
切
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
長
寿
命
化
対
策
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
令
和
三
年
度
か
ら

令
和
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
計
画

期
間
と
し
、
以
降
、
定
期
的
な
点
検

サ
イ
ク

ル
を
構

築
し
ま

す
。

（
森
林
整
備
課
）

み
や
ぎ
海
岸
防
災
林
・
森
林

づ
く
り
管
理
方
針
の
策
定

『
宮
城
県
治
山
施
設
長
寿

命
化
計
画
』の
策
定

各
種
制
度
の
御
紹
介

沿岸地域活用のイメージ沿岸地域活用のイメージ
道路 公園 観光農園 海岸防災林 防潮堤

老朽化した谷止工老朽化した谷止工
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みやぎの林業だより

　
県
で
は「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民

条
例
」（
平
成
三
十
年
四
月
）に
よ
り
、

「
森
林
づ
く
り
」や「
木
材
産
業
振
興
」

に
関
し
て
の
目
標
指
標
実
績
を
議
会

へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
八
月
の
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
の
施
策
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
の

で
、
政
策
ご
と
の
目
標
指
標
に
対
す

る
実
績
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
報
告
内
容
全
て
に
つ
い
て

は
、
県
林
業
振
興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら

も
、「
持
続
可

能
な
未
来
を
創

造
す
る
森
林
、

林
業
・
木
材

産
業
の
実
現
」

を
目
指
し
て
、

様
々
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
林
業
振
興
課
）

「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民
条
例
」

基
本
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て

みやぎ森と緑の県民条例基本計画　目標指標実績 （令和元年度）

目標指標 単位
参考値 実績 目標

R9H27 H28 H29 H30 R1

政策Ⅰ　林業・木材産業の一層の産業力強化

素材生産量 （年間） 千ⅿ³ 537 586 578 614 610 700

木質バイオマス活用施設
導入数 （累計） 基 39 41 55 61 64 60

CLTを用いた建築物の
建設棟数 （累計） 棟 1 2 4 8 11 54

森林経営計画の策定率 （累計） ％ 28 29 27 28 27 60

政策Ⅱ　森林の持つ多面的機能のさらなる発揮
松くい虫被害による
枯損木量 （年間） ⅿ³ 16,523 13,700 14,935 13,215 9,612 10,000

保安林の指定面積 （累計） ha 66,813 67,203 67,495 67,779 68,274 70,872

山地災害危険地区（Aランク）
の治山工事着手率 （累計） % 56

（234/418）
56

（234/418）
45

（258/572）
47

（320/676）
48

（327/686） 65

政策Ⅲ　森林、林業・木材産業を支える地域や人材の育成

新規林業就業者数 （年間） 人 67 54 48 48 48 100

森林施業プランナー雇用
林業事業体数 （累計） 事業体 7 7 15 16 18 28

政策Ⅳ　東日本大震災からの復興と発展
原木きのこ出荷制限（自粛）
解除生産者数 （累計） 人 22 31 39 44 49 66

特用林産生産施設の
GAP認証取得数 （累計） 件 1 2 2 3 5 15

第223号 令和３年3月24日

10―　 ―



みやぎの林業だより

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
令
和
二
年
十
一
月
十
七
日
に
加
美

町
に
お
い
て
、
地
域
住
民
や
猟
友
会

大
崎
支
部
加
美
分
会
の
方
々
を
対
象

と
し
た
、「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
研

修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
被
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
イ

ノ
シ
シ
の
生
態
に
詳
し
い
野
生
生
物

研
究
所
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表
の
古
谷
益
朗
氏
の
講
義
の
ほ

か
、
有
害
捕
獲
を
実
施
す
る
際
に
遵

守
す
べ
き
内
容
な
ど
に
つ
い
て
林
業

振
興
部
森
林
管
理
班
で
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
古
谷
氏
の
講
義
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
態
に
つ
い
て
は
間
違
っ
た
認
識

が
多
く
、
例
え
ば
、「
一
般
的
に
は
夜

行
性
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は

昼
間
に
活
動
す
る
動
物
」で
あ
り
、

更
に
は「
ミ
ミ
ズ
が
好
物
で
土
を
掘

り
返
す
」と
言
う
説
は
、
研
究
の
結

果
、
ミ
ミ
ズ
は
好
物
で
は
な
い
こ
と

が
証
明
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
研
修
を

受
け
た
方
々
は
驚
き
な
が
ら
も
認
識

を
改
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
態

を
知
り
、
適
切
な
有
害
捕
獲
作
業
を

実
施
す
る
た
め
の
遵
守
す
べ
き
法
律

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
よ
り
安
全
で

効
果
的
な
被
害
対
策
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、「
わ
な
」の
構
造

の
解
説
や
設
置
技
術
に
つ
い
て
も
実

技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
販
し
て
い
る「
わ
な
」は
、
制
作

会
社
や
地
域
に
よ
っ
て
構
造
や
形

が
微
妙
に
異
な
る
た
め
、
設
置
が
適

切
で
な
い
と
捕
獲
率
が
下
が
る
だ

け
で
な
く
、「
わ
な
」そ
の
も
の
が
破

損
し
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
な

る
、
ひ
い
て
は
錯
誤
捕
獲
や
手
負
い

に
な
っ
た
獣
に
よ
る
人
身
被
害
の
発

生
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
令
遵
守
と
と

も
に
、
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
今
後
さ
ら
に
関
係
機
関
、
地
域

住
民
な
ど
と
相
互
連
携
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）

令
和
二
年
度  

鳥
獣
被
害

対
策
研
修
会
の
開
催

　
県
で
は
、
三
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、
春
先
は
雨

が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
、
一
年
の

う
ち
で
最
も
山
火
事
が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
六

年
か
ら
五
年
間
の
平
均
で
は
、
三
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
十
八
件
の
山
火

事
が
発
生
し
、
約
六
㌶
の
森
林
が
焼

損
し
て
い
ま
す（
図
一
）。

　
判
明
し
て
い
る
原
因
で
は
、
例
年

た
き
火
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く

（
図
二
）、
僅
か
な
不
注
意
か
ら
発
生

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
枯
れ
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
た
き

火
を
し
な
い
こ
と
、
た
き
火
等
火
気

使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
終
了

後
は
完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
、
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に

は
た
き
火
、火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
、

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、吸
い
殻
は
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
、

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
な
ど
、
一
人

一
人
が
気
を
つ
け
る
こ
と
で
山
火
事

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
で
密
を
避
け
る
た
め
、
ア

ウ
ト
ド
ア
人
気
も
広
が
っ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
プ
の
後
始
末
に
も
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と

消
火
が
難
し
く
、
広
範
囲
に
延
焼
す

る
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
失
わ
れ
た
森

林
の
機
能
回
復
に
は
長
い
年
月
が
か

か
り
ま
す
。
宮
城
の
美
し
い
森
林
を

守
る
た
め
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春春
のの

山
火
事

山
火
事
にに

御
注
意
く
だ
さ
い
！

御
注
意
く
だ
さ
い
！

（
森
林
整
備
課
）

わな設置の実技指導

（図一）月別発生状況
（平成26年から平成30年までの平均）

（図二）原因別発生割合
（平成26年から平成
30年までの平均）
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みやぎの林業だより

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

14,000

11,000

12,000

13,000

10,000

9,000

8,000

7,000

平成30年

平成28年
平成27年

平成29年

平成31年
令和2年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
500

700

1,200
1,100

900
1,000

800

600

平成31年

円/㎏

平成29年

令和3年
令和2年

平成28年

平成30年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
仙南 仙北 大衡 津山 石巻

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － － －
16〜30 － － － － －
20〜30 11,520 － 11,520 － －

　4.00

10〜13直曲 7,200 10,080 10,080 10,080 －
14〜18 9,000 10,080 10,080 10,080 －
20〜28 － 11,520 － － －
30上 － 11,520 － － －

3.65　
〜4.00

20〜28 11,520 － 11,520 11,520 －
30上 11,520 － 11,880 11,520 －

　1.95 18上 － － － － －

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成28年 1,037 1,025 972 946 965 955 961 977 1,018 1,014 998 1,054

平成29年 1,034 945 861 862 890 775 863 851 884 980 971 1,034

平成30年 1,160 958 947 795 958 851 836 913 987 968 929 1,009

平成31年 1,064 993 895 932 887 888 901 989 949 908 953 998

令和2年 999 965 977 1,006 973 958 926 944 1,057 1,044 989 1,001

令和3年 1,046

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況

表１　各共販所別木材市況（令和2年12月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

令和2年11月（戸） 1,453 1,095 358 75.4
令和元年11月（戸） 1,614 1,091 523 67.6
前年同月比（％） 90.0 100.4 68.5 ―

令和元年12月〜令和2年11月（戸） 14,614 10,556 4,048 72.2
平成30年12月〜令和元年11月（戸） 18,256 12,526 5,730 68.6

前年同期比（％） 80.1 84.3 70.6 ―

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（令和2年11月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・11月の新設住宅着工数は前年度を下
回っており，木造戸数及び木造率は
前年を上回っている。
・１年間の新設住宅累計及び木造住宅
戸数は前年を下回っているが，木造
率は上がっている。

素材動向
・素材価格は上昇の
傾向にある。

・平成24年に原木しいたけ(露地)が
出荷制限指示を受けたこと等に伴
い，価格は大きく下落したが，全国
的な品薄状況を背景に平成26年次
以降は900円代と，震災前の平均価
格を上回っている。
・なお，令和２年なましいたけ年平均
の単価(円/kg）は前年度を上回っ
ている。

概　況

概　況

概　況
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みやぎの林業だより

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山・岩出山

気仙沼･栗駒･白石・岩出山

宮十運輸株式会社・宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　征　弘
亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
石　田　竜　也
阿　部　　　貢
一　條　英　夫

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)215０

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合

会　長

副会長

副会長

副会長

奥　津　文　男
亀　山　征　弘
永　井　政　雄
米　澤　光　秀
ほか理事一同

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事 遊　佐　勘左衛門

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会

〒980-0011
仙台市青葉区上杉２丁目４-46
宮城県森林組合会館内
TEL（022）266-7121

水源林造成事業

緑をはぐくみ水をつくる
　奥地水源地域の森林整備

宮城県水源林造林協議会

第223号令和３年3月24日
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一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4-17

公益社団法人

宮城県緑化推進委員会
TEL ０２２（３０１）７５０１
FAX ０２２（３０１）７５０２
 http://miyagiryokusui.com

緑の募金
にご協力ください！

スゴいぞ みやぎの木のチカラ！　公共建築物や店舗・事務所等の木造・木質化を進めたい
　今，みやぎの森林は，年間消費の70年分を蓄積するまでに成長しており，今後はこの豊富な地域資源を有効に利用しな
がら森を育て，併せて災害防止など森林の多面的機能を向上させていくことが大切です。

　国は，木材需要の一層の拡大に向け「公共建築物等木材利用促進法」を施行して公共建築物の木造化に率先して取り
組んでおり，県内でも大崎市などにおいて地域材によるＪＡＳ製材品やＣＬＴ（※）を使用して公共施設の木造化を進める取組
が進んでいます。
　※CLT（直交集成板：板の層を直交するように積層接着した厚型のパネル）

　カーボンニュートラルとされる木材は，高い断熱性や調湿性など材料としても優れているほか，ストレスや疲れを抑えるな
ど生理的・身体的な効果もあることが科学的に明らかとなっています。私たちは，地域の多くの人々が普段から利用する公
共施設や店舗，事務所等を木造・木質化していくことに大きな意義があると考え，その実現に向け，宮城県をはじめ地域の
皆様と連携してまいります。

宮城県木材協同組合の取組例

ＪＡＳ構造材利用拡大
　　　　　  支援事業

外構木質化
支援事業

宮城県木材協同組合・みやぎ材利用センター　理事長　千葉　基　　https://miyagi-wood.jp/

アパート建築における
JAS材の利用 

門扉（塀）の木質化

宮城県からの支援（事業例）

｢Wood・もっと・みやぎ｣
県産材需要創出事業（募集中）

▶宮城県産の木材・木製品
を活用し，店舗･事業所等
の改築や木製品の導入に
取り組む事業者に最大
150万円（事業費の3/4）
が支援されます。

問：宮城県建築士事務所協会　tel：022-223-7330
　　宮城県林業振興課　　　　tel：022-211-2912
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「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目2番 16 号（JＡビル宮城内）　☎022（711）7531（代）

もりぢから

農林中央金庫　仙台支店

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
仙台市青葉区上杉２丁目４-４６
TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙南地区木材センター
大 衡 綜 合 セ ン タ ー

0224-65-2166
022-345-2205

仙北地区木材センター
津 山 木 材 セ ン タ ー

0229-72-1877
0225-68-3038

花粉症対策スギ挿木コンテナ苗木，海岸防災林用抵抗性クロマツ苗木をはじめ，
林業用及び森林復旧用各種苗木のご用命・ご相談承ります。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 3,000円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,400円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 3,500円（送料込み）

令和3年度の
購読申込受付開始！！林業の今を伝える月刊誌今

〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

第223号令和３年3月24日


